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Ｈｉ-ＰＲＩＭＥ
９９

（１） Ｂ

Ａ

○ ● ● ○

ｋ －１ ３ ｋ＋６

Ａ⊂Ｂ (ＡはＢの部分集合) であるためには，図のように

ｋが－１の左，ｋ＋６が３の右になければならない。

これを式で表すと，

ｋ＜－１ かつ ３＜ｋ＋６

従って，－３＜ｋ＜－１ となります。

※ｋ＝－１，ｋ＝－３(３＝ｋ＋６) のときは ＡがＢの部分集合とは

いえませんので，答の不等号に ＝ はつきません。

また，－１≦ｘ≦３ の幅は４，ｋ＜ｘ＜ｋ＋６ の幅は６あるので，

Ｂ⊂Ａ となることはありません。

（２） Ａ∩Ｂ＝∅ ということは，ＡとＢ重なりがないということですから，
その状況を数直線で表すと，

○ ○ ● ●

ｋ ｋ＋６ －１ ３

または

● ● ○ ○

－１ ３ ｋ ｋ＋６

従って，ｋ＋６が－１の左側 つまり ｋ＋６＜－１ ∴ｋ＜－７

ところが，ｋ＋６＝－１ すなわち ｋ＝－７ であっても重なりは

ありません。

∴ ｋ≦－７

また，ｋが３の右側 つまり ３＜ｋ であれば空集合となります。

ところが，ｋ＝３ であっても重なりはありません。

∴ ３≦ｋ

答 ｋ≦－７，３≦ｋ
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（３） 整数が１個含まれる状況を数直線で表すと，

①

○ ● ○ ●

ｋ －１ ｋ＋６ ０ ３

②

● ○ ● ○

－１ ２ ｋ ３ ｋ＋６

① ｋ＋６ が－１と０の間に存在すればよい。

－１＜ｋ＋６＜０ ∴ －７＜ｋ＜－６

ところが，ここから微妙で難しい話なのですが，

ｋ＋６が０の場所にあっても（つまりｋ＋６＝０ ｋ＝－６），

含まれる整数は－１の１個だけです。０は含まれません。

∴ －７＜ｋ≦－６

０

○

－１ ｋ＋６

② ｋが２と３の間に存在すればよい。 ∴ ２＜ｋ＜３

ところが，ｋが２の場所にあっても（つまり ｋ＝２），

含まれる整数は３の１個だけです。２は含まれません。

∴ ２≦ｋ＜３

２
○

ｋ ３

以上より，－７＜ｋ≦－６ ，２≦ｋ＜３
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